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区
の
一
粒
会
の
集
い
が
８
月

28
日
、
福
井
教
会
で
開
催
さ

れ
た
。

「
聞
こ
え

な
い
神
の
声

を
聴
く
」
と

い
う
テ
ー
マ

で
松
浦
司
教

は
、
ま
ず
自

身
が
紆
余
曲

折
を
経
て
司

祭
に
な
っ
た

経
緯
、
悩
み

祈
り
な
が
ら

神
の
呼
び
か

け
に
応
え
て

い
っ
た
過
程

を
話
し
た
。

ま
た
、
主
の
呼
び
か
け
に

応
え
て
生
き
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム

の
「
召
命
」
に
つ
い
て
、
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
主
の
言
葉
が
臨

ん
だ
時
の
こ
と
を
、「
ア
ブ

ラ
ム
は
主
が
何
を
言
っ
て
い

る
か
ぜ
ん
ぜ
ん
分
か
ら
ず
、

雷
鳴
の
よ
う
な
も
の
を
『
私

の
名
前
を
神
が
呼
ん
だ
（
自

分
宛
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）』

と
聴
い
た
の
だ
」
と
内
田
樹

氏
の
言
葉
を
引
用
し
た
。

「
神
か
ら
愛
さ
れ
、
名
前

を
呼
ば
れ
洗
礼
を
受
け
た
私

た
ち
に
は
、
神
の
み
国
の
た

め
の
役
割
が
あ
る
。
さ
ら
に

私
た
ち
人
間
は
、
誰
で
も
こ

の
世
に
生
ま
れ
た
時
に
愛
情

を
込
め
て
神
か
ら
呼
ば
れ
、

そ
の
人
と
し
て
生
き
る
使
命

が
与
え
ら
れ
る
。
司
祭
、
シ

ス
タ
ー
、
信
徒
と
道
が
違
っ

て
も
、
一
つ
の
目
的
の
た
め

に
神
が
呼
ん
で
お
ら
れ
、
私

た
ち
は
一
つ
に
な
り
、
応
え

続
け
る
」

「
呼
ば
れ
て
い
ま
す 

い

つ
も
、
聞
こ
え
て
い
ま
す

か 

い
つ
も
、
は
る
か
な

遠
い
声
だ
か
ら
」。
司
教
の

話
を
聞
き
な
が
ら
頭
の
中
に

聖
歌
が
流
れ
た
。「
ア
ブ
ラ

ハ
ム
は
、『
雷
鳴
』
を
『
人

間
の
言
葉
』
と
し
て
解
釈
で

き
る
ま
で
霊
的
に
成
熟
す
る

こ
と
を
自
ら
に
課
し
、
以

降
、霊
的
旅
程
を
望
見
し
た
」

と
内
田
氏
は
結
ん
で
い
る
。

日
々
、
迷
い
、
悩
む
自
分
で

あ
る
が
、「
あ
な
た
の
み
声

に
い
つ
も
耳
を
澄
ま
し
、
あ

な
た
の
み
手
を
頼
り
に
、
つ

た
な
い
歩
み
を
捧
げ
て
生
き

た
い
」と
心
を
新
た
に
し
た
。

�

（
福
井
教
会　

山
本
明
見
）

各
小
教
区
か
ら
た
く
さ
ん

の
参
加
者
を
得
て
、
北
陸
地

「
聞
こ
え
な
い
神
の

　
　
　
　
　
声
を
聴
く
」

福
井
教
会
・
北
陸
地
区
一
粒
会
の
集
い

教区ホームページ

福音の
ひびき

11月の説教者

6 日　年間第32主日
山内 信行
（熱田教会）

13日　年間第33主日
光山 相泰

（名古屋教区）

20日　王であるキリスト
ジョン・シーランド

（神言修道会）

27日　待降節第1主日
増田 健

（緑ヶ丘教会・鳴海教会）

「宣教地召命促進の日�
（宣教地司祭育成の日）」�
（献金）12月4日

 日本にはこれまで海外から多くの宣教師が来て、
キリスト教の信仰をもたらしてくれました。現在の
信徒数に対して司祭の数は確かに多いでしょう。
 でも、キリストを知らない人の数を数えると、
もっともっと司祭が必要です（日本の総人口に
対する割合は、宣教師を含めても約9万1千人に
一人です）。
 宣教地召命促進の日は、日本だけでなく世界
中の宣教地において司祭の育成が大切なことに
気づき、そのために祈り、 献金を捧げるよう
呼びかけています。この日の献金はローマ教皇
庁に集められ、全世界の宣教地の司祭育成のた
めに援助金として送られます。

ユスト高山右近の列福式募金のお願い
 ユスト高山右近の列福式が来年2月7日、大阪市
の大阪城ホールで開催されることが決まりました。
この列福式の募金をお願いしています。皆様のご
協力をお願いします。皆様からいただく献金はつ
ぎのように使われます。
 ①新福者の霊性の理解を深めるための企画
 ②右近を紹介するメディア類の制作
 ③当司教協議会が主催・後援する列福関連の諸行事
 ④列福式の開催に関連する諸費用

送金先 郵便振替�00160-1-483345
    （宗）カトリック中央協議会列福献金口
問合せ 〒135-8585 東京都江東区潮見2-10-10
    日本カトリック司教協議会列聖推進委員会
    ☎03-5632-4445 Fax�03-5632-4465
� 注）カトリック新聞より一部転載

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年

２
０
１
５
年
12
月
８
日
～
２
０
１
６
年
11
月
20
日

「いつくしみの特別聖年」�
閉幕ミサのご案内

 名古屋教区指定の巡礼教会では、いつくしみの
特別聖年閉幕ミサを下記日時に行います。是非ご
参加いただきますようご案内いたします。

（城北ブロック）布池教会� 11月20日午前9時30分
（城東ブロック）南山教会� 11月20日午前9時30分
（城南ブロック）東海教会� 11月13日午前9時30分
（愛岐ブロック）多治見教会� 11月20日午後2時  
（濃尾ブロック）美濃加茂教会� 11月13日午後2時  
（三河ブロック）豊橋教会� 11月13日午前9時30分
（北陸ブロック・福井地区）福井教会� 11月13日午前10時
（北陸ブロック・石川地区）金沢教会� 11月13日午前10時
（北陸ブロック・富山地区）富山教会� 11月13日午前10時

名
古
屋
教
区
北
陸
巡
礼

「
金
沢
卯
辰
山
殉
教
者
祭
ミ
サ
」

�

に
参
加
し
て

今
年
も
卯
辰
山
の
殉
教
者

祭
ミ
サ
が
９
月
11
日
に
行
わ

れ
た
。
信
徒
協
主
催
の
ツ

ア
ー
バ
ス
が
朝
８
時
に
布
池

教
会
を
出
発
し
、
司
教
は
じ

め
48
人
の
参
加
者
が
金
沢
教

会
へ
と
向
か
っ
た
。
車
内
で

は
、
高
島
役
員
か
ら
卯
辰
山

殉
教
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

「
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

者
碑
由
来
」
に
よ
る
と
、
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
で
信
仰
を

翻ひ
る
が
えさ
な
か
っ
た
長
崎
の
浦

上
村
キ
リ
シ
タ
ン
の
う
ち
、

政
府
に
よ
る
明
治
２
（
１
８

６
９
）
年
の
金
沢
藩
預
け
の

５
百
余
人
は
、
明
治
６
（
１

８
７
３
）
年
に
送
還
さ
れ
る

ま
で
、
卯
辰
山
の
花
菖
蒲
園

と
湯
座
屋
跡
の
牢
屋
に
幽
閉

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
間
、
百

余
人
が
折
檻
、
飢
餓
や
病
魔

で
命
を
落
と
し
た
。
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
８
月
11
日
、

カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会
は
、

こ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
こ
こ
に
碑
を
建
立
し

た
。ま

た
高
山
右
近
は
、
キ
リ

ス
ト
の
教
え
に
忠
実
に
従
い

大
名
と
し
て
戦
国
時
代
を
生

き
抜
き
、
前
田
利
家
に
招

か
れ
、「
武
勇
の
他
、
茶
湯
、

連
歌
、
俳
諧
に
も
達
せ
し

人
で
あ
る
。」
と
言
わ
せ
た
。

金
沢
に
移
っ
て
か
ら
も
、
茶

道
と
宣
教
に
没
頭
し
、
利
休

七
哲
の
一
人
と
し
て「
南
坊
」

を
名
乗
る
。
金
沢
26
年
間
の

大
名
実
績
を
捨
て
て
、
貧
困

生
活
を
続
け
、
各
地
を
回
り

福
音
を
宣
べ
伝
え
最
後
は
長

崎
か
ら
マ
ニ
ラ
へ
向
か
っ

た
。
途
中
、
暴
風
や
逆
風
に

遭
い
、
10
日
間
で
行
く
と
こ

ろ
を
33
日
間
も
か
か
り
、
到

着
時
は
大
歓
迎
さ
れ
た
が
、

疲
労
な
ど
が
祟
り
、
熱
病
で

63
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。（
抜

粋
し
て
記
載
）
現
在
、
高
山

右
近
は
来
年
の
２
月
大
阪
教

区
で
、
列
福
式
の
準
備
が
行

わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
戦
国
～
江
戸

時
代
に
か
け
て
の
キ
リ
ス
ト

教
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
が
20

問
ほ
ど
出
さ
れ
、
正
解
者
に

は
お
菓
子
が
賞
品
と
し
て
渡

さ
れ
た
。
司
教
様
に
は
質
問

タ
イ
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
色
々
な
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
い
た
。
司
教
様
は
激

務
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
お

風
呂
や
温
泉
な
ど
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
聞
き
、
健
康
管
理
に
も
十

分
注
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

バ
ス
は
金
沢
教
会
に
11
時

45
分
頃
到
着
。
聖
堂
に
入
り

祈
り
、
主
任
神
父
よ
り
教
会

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
別
棟
２
階
の
信
者
会
館

に
て
昼
食
を
と
っ
た
。
昼
食

の
後
、
13
時
再
び
バ
ス
に
乗

り
、
金
沢
教
会
を
出
発
。
途

中
、
織
屋
跡
、
養
生
所
跡
、

湯
屋
跡
を
通
り
抜
け
て
、
浦

上
か
ら
流
さ
れ
た
戸
主
の
キ

リ
シ
タ
ン
114
名
が
、
明
治
３

（
１
８
７
０
）
年
１
月
に
収

容
さ
れ
た
建
物
跡
を
見
な
が

ら
卯
辰
山
を
上
っ
た
。
13
時

30
分
、
巡
礼
碑
の
前
で
松
浦

司
教
の
司
式
で
厳
か
に
ミ
サ

が
行
わ
れ
た
。
私
達
48
人
と

金
沢
教
会
他
、
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
の
信
徒
・
司
祭
た
ち
も
参

加
し
た
。

司
教
は
ミ
サ
の
中
で
「
浦

上
四
番
崩
れ
の
信
者
さ
ん
方

が
金
沢
や
北
陸
周
辺
に
島

流
し
に
さ
れ
、
苦
し
め
ら

れ
、
多
く
の
方
々
が
亡
く

な
っ
た
。
拷
問
に
耐
え
て
殉

教
し
た
り
、
耐
え
切
れ
ず
棄

教
し
た
人
々
も
い
た
。
踏
絵

を
踏
ん
で
も
足
を
洗
い
お
祈

り
を
し
た
り
し
て
罪
の
赦
し

を
請
い
、
今
日
ま
で
生
き
抜

い
た
先
人
の
信
仰
に
敬
意
を

表
し
、
私
達
も
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
教
え
を
大
切
に
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
信
仰
生
活

に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
結
ば
れ
た
。

帰
り
は
16
時
に
卯
辰
山
出

発
。
19
時
30
分
布
池
教
会
に

帰
着
。
金
沢
教
会
の
信
徒
の

皆
様
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

方
々
、
こ
の
日
の
ミ
サ
の
た

め
に
準
備
を
し
て
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。

�（
豊
橋
教
会　

萬
屋
家
隆
）

聖
書
週
間
（
11
月
20
日
～
27
日
）

　
「
聖
書
週
間
」
は
す
べ
て
の
人
、
特
に
信
徒
が
、
聖
書
に
「
よ
り
強
い
関
心
を
も

ち
、
親
し
み
、
神
の
心
に
生
き
る
」
よ
う
に
な
る
た
め
の
週
間
で
す
。
各
教
区
で
は
、

聖
書
へ
の
関
心
を
高
め
、
よ
り
親
し
む
た
め
に
、
講
演
会
、
研
修
会
、
展
示
会
な
ど

の
催
し
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
自
分
で
も
積
極
的
に
聖
書
に
近
づ
く
た
め
、た
と
え
ば
、

毎
日
欠
か
さ
ず
聖
書
を
１
章
ず
つ
読
む
こ
と
や
、
ミ
サ
の
聖
書
朗
読
の
当
日
分
を
毎

日
読
む
こ
と
も
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

松浦司教L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

【
バ
チ
カ
ン
９
月
４
日
Ｃ

Ｎ
Ｓ
】
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
９
月
４
日
、
コ
ル
カ
タ
の

福
者
テ
レ
サ
を
列
聖
し
、
新

聖
人
の
勇
気
と
貧
し
い
人
へ

の
愛
を
た
た
え
た
。

荘
厳
な
儀
式
で
聖
人
と
宣

広
島
教
区
は
ア
レ
キ
シ
オ

白
浜
満
被
選
司
教
の
叙
階
式

を
９
月
19
日
、
教
区
カ
テ
ド

ラ
ル
世
界
平
和
記
念
聖
堂

（
幟
町
教
会
）
で
行
っ
た
。

白
浜
司
教
の
出
身
地
で
あ

る
長
崎
教
区
や
神
学
院
の
関

係
者
な
ど
教
区
外
か
ら
多
数

の
参
列
が
あ
り
、「
福
音
の

た
め
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る

新
司
教
の
誕
生
を
祝
っ
た
。

前
田
万
葉
大
司
教
（
大
阪

教
区
）
は
説
教
で
「
司
教
は

名
誉
職
で
は
な
く
奉
仕
職
」

で
あ
り
、
ど
ん
な
状
況
で
も

奉
仕
者
と
し
て
皆
に
仕
え
る

こ
と
と
激
励
し
た
。

言
さ
れ
た
と
し

て
も
、「
彼
女

の
聖
性
は
私
た

ち
に
と
っ
て
と

て
も
身
近
で
、

こ
の
上
な
く
優

し
く
、
豊
か
な

の
で
、
私
た
ち

は
自
然
と
彼
女
を〝
マ
ザ
ー・

テ
レ
サ
〟と
呼
び
続
け
ま
す
」

と
教
皇
は
列
聖
式
ミ
サ
で
語

り
、会
衆
の
拍
手
を
誘
っ
た
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
）

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
を
列
聖

白
浜
司
教
叙
階
式
・
広
島
教
区

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

“
司
教
は
名
誉
職
で
は
な
く

　
奉
仕
職
”

Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
参
加
し
て

初
め
て
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
参
加

し
、
同
じ
信
仰
を
持
つ
兄
弟

姉
妹
と
の
一
致
の
力
に
、
深

い
感
動
と
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
小
教
区
の
信

者
さ
ん
、
若
者
た
ち
と
の
出

会
い
、
ク
ラ
ク
フ
で
体
験
し

た
世
界
中
の
若
者
た
ち
と
の

出
会
い
と
交
わ
り
、
最
後
ま

７
月
23
日
か
ら
８
月
６
日

に
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
ー
（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）
ク
ラ
ク

フ
大
会
に
参
加
し
た
。
進
学

の
関
係
で
上
京
し
た
た
め
東

京
教
区
の
方
々
と
、
４
月
か

ら
始
ま
っ
た
事
前
準
備
会
か

ら
大
会
を
終
え
帰
国
す
る
ま

で
、
共
に
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

Ｗ
Ｙ
Ｄ
は
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
２
世
が
１
９
８
４
年

に
、
全
世
界
の
青
年
に
「
受

難
の
主
日
」
に
集
う
よ
う
に

と
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
１
週
間
の
日
程
で

行
わ
れ
、
２
～
３
年
に
一
度

世
界
各
地
の
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
る
。
大
会
全
体
が
聖

週
間
を
な
ぞ
ら
え
て
お
り
、

「
世
界
の
若
者
が
一
つ
に
な

り
、
教
会
の
本
質
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活
を
味

わ
う
」
意
味
が
込
め
ら
れ
て

で
共
に
過
ご
し
た
日
本
巡
礼

団
の
仲
間
た
ち
と
共
に
得
た

感
動
と
体
験
は
、
今
後
の
信

仰
生
活
を
歩
ん
で
い
く
上
で

と
て
も
大
き
な
力
に
な
り
続

け
る
と
思
う
。
そ
の
体
験

は
想
像
を
越
え
る
も
の
だ
っ

た
。以

前
Ｗ
Ｙ
Ｄ
に
参
加
し
た

友
人
か
ら
、「
と
に
か
く
国

旗
の
数
が
す
ご
い
よ
」
と
聞

か
さ
れ
て
い
た
が
、
ク
ラ
ク

フ
に
入
る
と
ま
さ
に
そ
の
通

り
だ
っ
た
。
各
国
か
ら
集

ま
っ
た
若
者
た
ち
と
声
を
か

け
合
い
、
記
念
撮
影
し
、
話

す
。
皆
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
兄

弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
の
安
心

感
と
連
帯
感
を
と
て
も
深
く

味
わ
っ
た
。
き
っ
と
そ
こ
に

集
ま
っ
た
す
べ
て
の
人
が
同

じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
う
。

互
い
に
ふ
だ
ん
出
会
う
こ
と

の
な
い
国
の
信
者
と
し
て
交

わ
り
、
喜
び
、
歌
い
、
分
か

ち
合
う
。
こ
の
開
放
さ
れ
た

自
由
な
時
間
の
中
で
、
や
っ

ぱ
り
皆
が
心
の
中
で
は
平
和

を
喜
び
と
し
て
い
る
こ
と
が

と
て
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

同
じ
目
的
を
持
っ
て
集
ま
っ

た
、
そ
の
心
の
パ
ワ
ー
は
と

て
つ
も
な
く
凄
い
も
の
だ
っ

た
。Ｗ

Ｙ
Ｄ
に
は
シ
リ
ア
の
青

年
女
性
も
来
て
い
た
。
徒
歩

巡
礼
を
し
た
晩
に
教
皇
様
と

共
に
集
ま
っ
た
約
200
万
人
の

前
で
彼
女
が
語
っ
て
く
れ

い
る
。
そ
し
て
今
回
は
、
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
出

身
地
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク

フ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

大
会
の
場
面
は
、
16
キ
ロ
の

道
の
り
を
徒
歩
巡
礼
し
て
た

ど
り
着
い
た
、
い
つ
く
し
み

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
で
き
ご

と
だ
。
国
籍
や
人
種
、
言
葉

の
壁
を
越
え
て
約
250
万
人
の

青
年
が
、
神
と
い
う
唯
一
の

存
在
を
求
め
て
集
ま
り
祈
っ

た
。
神
さ
ま
の
パ
ワ
ー
、
祈

り
の
パ
ワ
ー
、
青
年
た
ち
の

信
仰
心
の
力
強
さ
を
肌
で
感

じ
、
感
動
し
た
の
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。

日
本
と
他
国
の
本
当
に
多

く
の
青
年
た
ち
と
出
会
え
た

こ
と
も
大
き
な
収
穫
だ
っ

た
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
に
は
若
者
が
少
な
く
、
寂

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー 

２
０
１
６

ク
ラ
ク
フ
大
会
に
参
加
し
て

る
。
し
か
し
今
回
、
同
じ
信

仰
を
持
つ
身
近
な
仲
間
と
出

会
い
、
短
い
期
間
で
も
共
に

助
け
合
っ
て
生
活
で
き
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ

り
、
神
の
恵
み
だ
と
思
っ
て

い
る
。

他
国
の
青
年
た
ち
と
出
会

い
、
自
分
自
身
の
信
仰
に
対

す
る
考
え
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
信
仰
と
い
う
も
の
が
決

し
て
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な

く
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
と

出
会
い
、
人
生
を
よ
り
生
き

生
き
と
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

な
の
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。大

会
終
了
後
に
は
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
に
行

き
、
そ
こ
で
人
間
の
闇
の
部

分
に
触
れ
、
な
ん
と
も
言
え

な
い
悲
し
さ
と
、
恐
怖
を
味

わ
っ
た
。
大
会
期
間
中
の
輝

き
と
は
反
対
の
空
間
だ
っ
た

が
、
人
間
が
作
り
だ
し
た
悲

し
み
の
中
に
も
神
が
い
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
祈
り
の
中
で

感
じ
た
。

こ
の
２
週
間
の
旅
で
は
、

そ
の
瞬
間
一
つ
一
つ
に
神
が

共
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
何

を
し
て
い
て
も
神
の
愛
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

（
南
山
教
会　

今
枝
佑
紀
）

（
月
報
な
ん
ざ
ん
９
月
号
よ

り
転
載　

一
部
変
更
）

右
端
　
岡
本
由
美
子
さ
ん

左
端
　
今
枝
佑
紀
さ
ん

た
。
母
国
で
起
き
て
い
る
戦

争
の
こ
と
、
い
つ
自
分
の
命

が
奪
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
こ
と
な
ど
、
あ
り
の
ま
ま

を
語
っ
た
。
外
出
を
し
て
も

帰
宅
す
る
と
き
に
自
分
の
家

が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
不
安
の
中
で
毎

日
生
活
を
し
、
大
切
な
友
人

の
命
ま
で
も
奪
わ
れ
て
い
る

中
で
、「
神
様
、
ど
こ
に
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
彼
女
の

声
に
、私
も
言
葉
を
失
っ
た
。

教
皇
様
は
皆
で
手
を
つ
な

い
で
沈
黙
し
、
祈
る
よ
う
に

と
呼
び
か
け
た
。「
こ
こ
に

集
ま
っ
た
私
た
ち
は
一
つ
の

家
族
で
す
。
今
、
彼
女
が

語
っ
た
声
を
一
人
の
家
族
の

声
と
し
て
心
に
留
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
一
緒
に
祈
り

ま
し
ょ
う
」
と
。

す
べ
て
の
人
が
心
を
一
つ

に
し
て
祈
り
に
よ
っ
て
完
全

に
一
致
し
た
瞬
間
で
、
と
て

も
深
い
感
動
と
強
さ
を
味

わ
っ
た
。
私
は
こ
の
と
き
ま

で
、
一
致
が
生
み
出
す
本
当

の
力
を
知
ら
ず
に
い
た
気
が

す
る
。
本
物
の
一
致
は
人
の

心
を
解
放
し
て
癒
し
へ
導
く

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
私
た
ち
が
勝
手
に
集

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
一
つ
の
場
所
に
神

様
が
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
大

き
な
慈
し
み
を
感
じ
た
。

シ
リ
ア
の
若
者
は
最
後
に

「
私
が
語
っ
た
こ
と
は
、
全

世
界
の
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
」
と
言
っ
た
。
簡
単

で
は
な
い
が
、
私
た
ち
が
互

い
の
身
分
や
弱
さ
、
あ
や
ま

ち
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
合

う
と
き
、
私
た
ち
も
ま
た
同

時
に
何
か
を
変
え
て
い
け
る

力
を
無
条
件
に
与
え
ら
れ
る

と
思
っ
た
。

Ｗ
Ｙ
Ｄ
か
ら
い
た
だ
い
た

こ
の
大
き
な
学
び
や
恵
み
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た「
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
ー
（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）
２
０
１
６
」
に
名
古
屋
教
区
か
ら
参
加

し
た
２
人
の
方
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
教
皇

様
が
言
う
よ
う
に
、
私
た
ち

が
同
じ
信
仰
を
持
つ
一
つ
の

家
族
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を

忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

（
布
池
教
会　

岡
本
由
美
子
）

いのちの誕生をサポートする社会に！（円ブリオ基金）
第16回生命尊重講演会
授かるいのち　つなぐ喜び

～お腹の赤ちゃんとお母さんを暖かく迎える町づくりへ～
日　時 11月13日（日）午後2時～4時
場　所 南山教会マリア館2階（地下鉄杁中駅下車徒歩5分）
講　師 鈴木秀子氏（国際コミュニオン学会名誉会長）
チケット 1,000円、学生500円（当日券あり）
主　催 愛知小さな生命を応援する会
後　援 愛知県、名古屋市、愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会 他
連絡先 山田（052-443-1559）、杉原（052-882-8729）

一口・エンブリオ基金（Embryo）について
 エンブリオとは、8週目までのお腹の赤ちゃんのことを言います。「出
産費用が足りなくて、産めない…」など、一人で悩んでいるお母さんと
お腹の赤ちゃんを支援する国内初の基金です。みなさまの善意の1円でこ
れまでに500人の赤ちゃんが誕生しました。

2016年後期　青年のための聖書の学び
自分の人生を切り開きたい若者たちへ　あなたの道を切り開くのはあなた！です。
対　象 青年男女（18～32歳）
場　所 聖マリアの無原罪教育宣教修道会名古屋修道院
時　間 午後2：00～7：50（高校生4：30まで）
時間割 1：30～�玄関を開けます 2：00～�聖書「学び」 3：30～「分かちあい」
    4：00～4：30�おやつ（高校生4：30まで）
    �4：30～5：45�生活の分かち合い、個人の祈り霊的読書、散歩など�

共同体と共に祈りと食事をする
    5：45～�御聖体礼拝、晩の祈り、夕食 食費：自由献金
    7：45～�糾明  サルヴェ・レジナ  終了
福音書 ルカ福音書13章～16章を学びます
    11月20日、12月18日、2017年1月15日、2月19日
連絡先 （052）782-5850
    名古屋市千種区園山町1-56 聖マリアの無原罪教育宣教修道会
担当者 シスター碇（いかり）政子
FB 青年のための聖書の学び HP��http://www.concepcionistas.jp/

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

バ
チ
カ
ン
で
９
月
４
日
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

小
牧
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
１
０
０
０
人
が
来
場
！

秋
の
葡
萄
酒
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

『今こそ原発の廃止を』
―�日本のカトリック教会の問いかけー

 本書は日本司教団が、核エネル
ギー利用の歴史をひもとき、原発事
故の当事国の責任を問い、核技術
に関する科学的な解説にカトリック
の教理と現代のエコロジーとを踏ま
えて核をめぐる倫理的な考察を展開
し、最後に自然エネルギーの可能性
に言及して新たなライフスタイルへ
の転換を呼びかけている。

編者 日本カトリック司教協議会「今こそ原発の廃止を」編纂
委員会  定価 本体1800円＋税8％
問合せ・ご注文 カトリック中央協議会・出版部
       ☎03-5632-4429／FAX�03-5632-4456

ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図
書
館
支
援
　

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

新
進
気
鋭
の
女
性
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
、
マ
リ
ー
・
カ
ン

タ
グ
リ
ル
さ
ん（
フ
ラ
ン
ス
）

に
よ
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
９
月
23
日
、
布
池
教
会
大

聖
堂
で
開
か
れ
た
。
平
日
夕

刻
と
い
う
時
間
に
も
関
わ
ら

ず
約
250
人
が
来
場
し
た
。

演
奏
の
前
に
、
松
浦
司
教

が
マ
リ
ー
・
カ
ン
タ
グ
リ
ル

さ
ん
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
五
島

史
誉
さ
ん
を
紹
介
し
た
。
カ

ン
タ
グ
リ
ル
さ
ん
の
今
回
の

来
日
目
的
を
教
会
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る

た
め
と
説
明
し
、「
祈
る
心

で
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。

司
教
は
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も
図

書
館
館
長
・
松
居
友
さ
ん
を

紹
介
し
た
。
松
居
さ
ん
は
松

浦
司
教
の
大
学
時
代
の
友
人

で
、
絵
本
作
家
で
あ
り
、
父

親
は
絵
本
を
出
版
す
る
福
音

館
書
店
の
松
居
直た
だ
しさ
ん
だ
。

現
地
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
は
人
々

か
ら
信
頼
さ
れ
「
酋
長
」
の

称
号
を
与
え
ら
れ
て
尊
敬
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
松
浦
司

教
は
「
彼
自
身
の
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
た
め
に
寄
付
を
し

て
、
末
長
く
支
援
し
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

マ
リ
ー
・
カ
ン
タ
グ
リ
ル

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

は
、
包
み
込
む
よ
う
な
あ
た

た
か
さ
と
、
超
絶
技
法
で
の

情
熱
的
表
現
の
コ
ラ
ボ
で
、

聴
衆
を
魅
了
し
た
。「
ブ
ラ

ボ
ー
！
」
の
声
援
に
応
え
て

２
度
の
ア
ン
コ
ー
ル
演
奏
が

あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ

タ
第
２
番
イ
長
調 
作
品
１

０
０
」、
ヴ
ュ
ー
タ
ン
「
夢

想　

変
ホ
長
調　

作
品
22

－

３
」、ラ
ヴ
ェ
ル
「
ツ
ィ
ガ
ー

ヌ
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
舞
曲
集
№
１
、№
４
、

№
５
」。

コ
ン
サ
ー
ト
に
続
い
て
松

居
さ
ん
に
よ
っ
て
、
自
作
の

絵
本
「
サ
ン
パ
ギ
ー
タ
の
く

び
か
ざ
り
」
の
読
み
聞
か
せ

が
行
わ
れ
た
。

現
地
法
人
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ

子
ど
も
図
書
館
（
Ｍ
Ｃ
Ｌ
）」

の
紹
介
が
ビ
デ
オ
を
交
え
て

行
わ
れ
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｌ
は
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
の
政
府
軍
と
反
政

府
軍
の
武
力
紛
争
が
絶
え
な

い
地
域
に
も
入
り
、
貧
し
い

子
ど
も
た
ち
が
、
絵
本
を
通

し
て
未
来
へ
の
希
望
を
抱
く

よ
う
支
援
し
て
い
る
。
600
人

の
子
ど
も
た
ち
に
大
学
ま
で

行
け
る
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
提

供
し
て
い
る
。松
居
さ
ん
は
、

と
り
わ
け
厳
し
い
状
況
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
80
人
と
家
族

同
様
に
生
活
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｌ
へ
の
支
援
、
訪
問

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
電

子
メ
ー
ルm

clm
indanao@

�
gm
ail.com

（
現
地
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
／
宮
木
さ
ん
）、
Fax

（
０
７
４
３
）７
４

－６
４
６
５

（
日
本
事
務
局
前
田
さ
ん
）。�

詳
し
く
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト「
ミ

ン
ダ
ナ
オ
図
書
館
だ
よ
り
」

で
検
索
。
ゆ
う
ち
ょ
振
り
込

社
会
福
祉
法
人
Ａ
Ｊ
Ｕ
自

立
の
家
（
野
村
純
一
名
誉
司

教
理
事
長
）
が
主
催
す
る
秋

の
葡
萄
酒
ま
つ
り
が
、
9
月

24
、
25
日
に
小
牧
ワ
イ
ナ

リ
ー
（
小
牧
市
大
字
野
口
字

大
洞
２
３
２
５

－

２
）
で
開

催
さ
れ
た
。

初
醸
造
「
な
な
つ
ぼ
し
限

定
ワ
イ
ン
」の
販
売
も
あ
り
、

二
日
間
で
約
１
０
０
０
人
の

来
場
者
が
あ
っ
た
。

24
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に

降
ら
れ
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
翌
日
は
天
候

も
回
復
し
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
前
の
芝
生

公
園
で
く
つ
ろ
ぎ

な
が
ら
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
た
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
で

働
く
知
的
ハ
ン

デ
ィ
の
仲
間
た
ち

も
、
ワ
イ
ン
や
お

み
や
げ
の
販
売
、

模
擬
店
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
ス

新刊書のご案内

『かみさまきいてね�
� よるのおいのり』
発行 女子パウロ会
   918円（税込）
問い合せ先　聖パウロ書院
      052-936-4443
 こどもたちが、神さまの
優しさを見つける、お祈り
のかわいい絵本。標題紙には、プレゼントするお子様
への名前が書けるようになっています。

どこにも　へいわが　ありますように
へいわが　みんなに　ありますように。

せかいじゅう　うちじゅう、
やまにも　まちにも　どこにでも
かみさまと　いっしょの　へいわ。

イエスさまが　くれる　ほんものの　へいわ。（本書より）

日本カトリック障害者連絡協議会主催
第12回研修セミナーのご案内

テーマ「平和をつなぐ…私、そして私たちの選び」
 今のこの世の動きの中を わたしたちは本当に真剣に考えているのでしょうか。
 障がいがある無いにかかわらず�一人の人間として、「平和とは何か、平和を次の世代につないでいくためには…」と、
松浦悟郎司教と一緒に考えていきませんか。
日　時 11月19日（土）午後1時半～4時半
場　所 カトリック南山学園研修センター
    〒466-0834 愛知県名古屋市昭和区広路町隼人30 TEL 052-837-6466
    地下鉄鶴舞線「杁中」駅下車2番出口 徒歩10分
講　師 松浦悟郎司教
定　員 50名  参加費 無料（自由献金）
申　込 �資料準備のため10月31日（月）までに、申込用紙に必要事項を記入の上、郵送またはFAXで。
主　催 日本カトリック障害者連絡協議会
申込先・問合せ先 〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15
    名古屋教区社会福祉委員会内 日本カトリック障害者連絡協議会
    TEL（052）852-1426 FAX（052）852-1422 担当：村上

グレゴリオ聖歌による死者のためのミサ
日　時 11月23日（水・祝）午後2時
場　所 カトリック東山教会 名古屋市千種区唐山町1-52
司　式 暮林 響神父（神言修道会）
主　催 グレゴリオを歌う会・菅沢 淳子
連絡先 ☎0561-84-9156�菅沢

タ
ッ
フ
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
た
。

小
牧
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
15
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
世
界
の

修
道
院
ワ
イ
ン（
イ
タ
リ
ア
、

チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ

ン
）
も
販
売
し
て
い
る
。
カ

フ
ェ
で
は
パ
ス
タ
、
チ
ー
ズ

盛
り
合
わ
せ
な
ど
が
あ
る
。

自
然
に
囲
ま
れ
、
ワ
イ
ン
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

11
月
３
日
は
恒
例
の
多
治

見
修
道
院
で
の
ワ
イ
ン
フ
ェ

ス
タ
が
あ
り
、
小
牧
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
は
春
と
秋
に
「
葡
萄

酒
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

（
問
合
せ
先
）
小
牧
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イ
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リ
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０
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9月25日は「世界難民移住移動者の日」
 以下は、松浦悟郎司教のメッセージ全文です。

日本カトリック難民移住移動者委員会　委員長メッセージ�
「移住者と難民の現実は、私たちのあり方を問う」

 教皇フランシスコは、今年の世界難民移住移動者の日のテーマを、「わたしたちに問い
かける移住者と難民。いつくしみの福音の応答」としました。この背景には、2015年末時
点で紛争や迫害を逃れ、家を追われた人の数が6530万人となり、UNHCR（国連難民高等
弁務官事務所）が統計を取り始めてから最多となった現実があります。教皇は、これはも
はや「構造的な現実」であり、「今日、いつくしみの福音は以前にも増して良心を揺さぶ
り、他の人々の苦しみに慣れてしまわないように働きかけている」と指摘しています。また、
移住者も受け入れ側の人々も、異なる文化の交わりで変化を求められますが、それを「真
の発展を阻むものとしてではなく、人間的、社会的、霊的な真の成長をもたらす機会とし
て受け止める」ようにも促しています。すべての人が世界のどこにあっても、そこが「自
分の家」であり、人類家族の一人として共に生きられるよう祈りましょう。
 なお教皇メッセージはカトリック中央協議会のウェブサイト（http://www.cbcj.
catholic.jp/jpn/doc/mgrt/16mgrt.htm）で読めます。

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ

「ロザリオの祈り」
日　時 毎月第2日曜日 午後2時から。
    11月13日、12月11日

「読書会」
日　時 毎月第3土曜日 午後2時～3時30分
    11月19日、12月17日
場　所 いずれも聖パウロ書院
対象者 どなたでも参加できます。
問合せ ☎052-936-4443 担当・Sr 永峰、Sr 森

カトリック春日井教会設立50年
 春日井教会設立50周年記念感謝ミサが捧げられます。50
周年を祝い名古屋教区の皆様、是非ご参列下さいますよう
ご案内します。
日　時 11月13日（日）午前10時より
会　場 カトリック春日井教会 春日井市六軒屋町西3-9-2
    ☎0568-81-8198（教会代表）
主催・問合せ �カトリック春日井教会設立50周年実行委員会

第7回チャリティーコンサート
“みことば・祈り・うた”

 東日本大震災で犠牲となられた方々への鎮魂、および復
興のための祈りと聖歌を奉げます。
日　時 11月23日（水・祝）15時30分開場
    16時00分開演、18時00分終演
場　所 カトリック南山教会大聖堂
    名古屋市昭和区南山町11
    地下鉄鶴舞線「杁中」駅下車徒歩5分
出　演 �南山大学附属小学校聖歌隊、聖霊中学校聖歌隊
曲　目 「いのち」「カッチーニ伝・アヴェマリア」
    「私をお使いください」ほか
入　場 無料
主　催 南山大学附属小学校聖歌隊
問合せ 西脇 良神父 ☎052-836-2900
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な
お
松
居
さ
ん
は
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講
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会
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告
会
、家
庭
集
会
に
、

講
演
料
関
係
な
く
来
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く
だ

さ
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と
の
こ
と
。



	 ２ ０ 1 6 年 1 1 月 6 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 6 ２ 号）	 （ 4 ）

信徒使徒職協議会の養成講座のお知らせ
日　時 11月23日（水・祝）
    ��講演：午後1時～3時、質疑応答：3時～4時、�

ミサ：4時～5時
テーマ　「身に染みる典礼」
講　師 市瀬英昭神父（神言修道会司祭）
会　場 カトリック南山教会マリア館
入　場 無料
 質疑応答の時間も十分に取ってあります。神父様の
ご参加は大歓迎です！この機会をご利用頂き、皆様お
誘い合わせのうえ是非ご参加下さい。
問合せ　主催 信徒使徒職協議会 ☎052-933-3435
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司
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３
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日
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布
池
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25
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恵
方
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報 

エ
ン
リ
コ
神
父　

カ
ル
メ
ル
山
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母
の

エ
ン
リ
コ
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父
が
長
い

闘
病
生
活

の
末
、
９
月

19
日
帰
天
し

た
。
92
歳
。

１
９
５
４
年
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
日
し
、

62
年
間
、
石
川
県
小
松
・
名
古
屋
日
比
野
・

石
川
県
三
馬
教
会
で
司
牧
に
あ
た
っ
た
。

ま
た
カ
ル
メ
ル
会
の
た
め
、
特
に
青
少
年

の
た
め
に
大
学
教
授
と
し
て
、
子
供
達
の

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約70.4％

郵便振替 00810－5－50605
加入者名 カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

553件�28‚176‚695円
（9月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！

11月12日㈯�10：00～13日㈰�16：00� 指導：及川神父 
  �イエスは言われた「私が来たのは罪びとを招くためである」と�
（マタイ9の13）� 対象：信徒   

12月3日㈯�10：00～4日㈰�16：00� 指導：及川神父 
  �イエスは言われた「恐れるな、あなた方は沢山の雀よりまさっている」と�
（マタイ10の31）� 対象：信徒   

※申込み方法、宿泊費、食事、謝礼などは多治見修道院研修センターにお尋ねくだ
さい。☎0572-22-2038、携帯090-7696-8089、Fax�0572-22-2076。多治見研修セン
ターの営業時間は午前9時～午後4時半まで。

マザー・テレサ列聖感謝ミサのご案内
 教皇フランシスコは9月4日、コルカタの福
者テレサを列聖し、新聖人の勇気と貧しい人へ
の愛をたたえました。
 下記の通り列聖感謝ミサを捧げます。
日　時 11月3日（木・祝）14時～
場　所 カトリック布池教会
司式者 ミカエル松浦悟郎司教
    �共同司式をされる司祭は白のストラを

持参ください。
主　催 神の愛の宣教者会 ☎052-441-5141
    担当 Sr マリア・ローザ

名古屋一日静修
神のいつくしみに学ぶ　―�特別聖年を迎えて�―

日　時 11月23日（水・祝）「神のいつくしみの生きた証人となれ…（福者フランシスコ・パラウと他）」
� Sr.�ポーリン・フェルナンデス（カルメル宣教修道女会）
場　所 カトリック日比野教会 （地下鉄・名港線「日比野」駅下車�徒歩約5分）
参加費 1,000円  持ち物 聖書、ロザリオ、筆記用具、お弁当
プログラム �10：00 導入の祈り（聖堂）、10：20 第一講話（信徒会館）、�

11：20 念祷①赦しの秘跡または面接、12：00 昼食（信徒会館）、�
12：30 念祷②赦しの秘跡または面接、13：00 第二講話、14：00 念祷③、�
14：30 ミサ（聖堂）、15：30 茶話会（信徒会館）、16：00 終了の祈り

申し込み 下記いずれかの方法でお申込み下さい。
    Fax／0568-62-5167 E-mail／seisyuu_2015@yahoo.co.jp
    はがき／〒484-0076�犬山市橋爪一丁田1-26「名古屋一日静修」係

《一日静修特別黙想会》
日　時 12月3日（土）午後5時受付�～�4日（日）午後4時
場　所 宇治聖テレジア修道院（黙想） テーマ 「神のいつくしみに気づく」
指導司祭 九里 彰神父   ＊どなたでも参加できます。
申し込み 同上の「名古屋一日静修」係へ。申し込み締切 11月26日（土）

    〈カルメル修道会主催・名古屋カルメル在世会協賛〉

東日本大震災・災害支援金の報告� 社会福祉委員会
 発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通りご報告いたします。
暖かいご支援に心より感謝いたします !�!
� （振込手数料引去後の金額）

2011. 3. 17 発災から 
 2016. 8. 31までの合計

単�月�明�細 2011. 3. 17 発災から 
 2016. 9. 30までの合計項目 9/1～9/30

収入
支援金総額 25,483,758 （※2） 100,771 25,584,529
（※1）チャリティーワイン販売 894,160 0 894,160

収入合計 26,377,918 100,771 26,478,689
支出
カリタスジャパンへ 9,544,038 0 9,544,038
さいたま教区 1,000,000 0 1,000,000
オールジャパン会議交通費 123,620 0 123,620
大船渡プロジェクト支援 13,156,234 0 13,156,234
ベースへ車いす4台贈呈 123,200 0 123,200
ベースへピアノ贈呈 58,800 0 58,800
支援ボランティア交通費 471,150 0 471,150

支出合計 24,477,042 0 24,477,042
単月・支援金残高 1,900,876 100,771 2,001,647
支援金残高合計 ↓ 2,001,647

（※1）チャリティーワインとは
 �司教着座記念ラベルワインと3.11東北震災支援�
ワインを販売。1本2000円で販売し内500円が災�
害支援金となりました。
 ご協力ありがとうございました。（販売終了致しました）
★名古屋教区は「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」と
 NPO法人「障がい者自立センターかまいし」を応援しております。
★支援金振込先 郵便振替用紙にて
        口座番号 ００８８０－６－１６２８
        名義   カトリック名古屋教区社会福祉委員会
           「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

（※2）9月度に支援金のご協力いただいた小教区・個人（敬称）

金沢教会� 一宮教会� 魚津教会しんきろうの会
� （合計）100,771円

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422
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